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　一年間、図書館経営論を担当させていただ
いた。ただ教師が話すだけではなく、学生と
ともに考える授業をしたいと、ワークショッ
プを取り入れ、学生それぞれの図書館に対す
る思いを話し合ってもらった。その中には図
書館で働くことが自分の夢である学生もいた。
　しかし、公共図書館を取り巻く状況は厳し
い。特に司書資格を取得し、公共図書館で働
くことを目指す学生が、その思いを叶えるこ
とはなかなか難しい。授業をしていても矛盾
を感じ、なぜ今のような状況になったのかを
考えざるを得ない。1960年代後半から公共
図書館は、「市民の図書館」を目指して活動
を展開してきた。したがって、以前に比べて
公共図書館は市民にとって身近な存在となり、
その必要性も高まっている。だとすればそこ
で働く人の存在も注目されてよいのではない
か。しかし、現実は、図書館の専門的職員＝
司書に対する評価はあまりにも低い。公立図
書館の正規職員として採用される司書は甚だ
少なく、派遣会社が雇う司書の待遇も悪い。
　ここでその原因を展開するだけの字数はな
いが、将来に展望がないわけではない。
　多くの情報が私たちの周りを取り巻き、洪
水のように押し寄せてきている。特にインタ
ーネットの普及によって、その状況は加速し
ている。しかし、このように情報が氾濫する
中で、自分が必要とする情報を探し出す手立
てを持っている人はどれだけいるだろうか。
　1960年代から1990年代前半までは、図書
館の基本的な機能のことを“資料提供”と言っ
ていた。この資料とは、活字資料（本や雑誌）
を意味しており、それを貸し出すことを積極
的に行っていた。1990年代後半から現在ま
では、“資料提供”から“情報提供”になっ
てきている。この情報とは、活字資料＋イン
ターネット上の情報などのデジタル情報を指
す。つまり、デジタル情報への対応が必要に
なり、資料の貸し出しでは済まなくなってき
ている。今後、図書館を使わなくても多くの
情報を入手できる。そんなとき、図書館の存
在意義はなにか。これを考えると“人材”と
いうことに行き着く。今後の図書館の基本的
な機能は、活字情報＋デジタル情報＋人材提
供となるのではないか。提供する人材とは二
つの意味を持つ。一つは、利用者が必要とす
る情報を的確に探し出せる司書のことである。
レファレンス・サービスはもちろん、情報リ
テラシー教育、利用教育にも対応でき、かつ
地方自治を動かすさまざまな政策立案に対し
てもサポートできるような人材のことである。
　もう一つは、外部にある情報源としての人
材である。これは、図書館が連携した組織に
所属する人材や個人であり、情報に対して付
加価値を付けられる人材のことである。いま
までのレフェラル・サービスに近いが、より
親身な情報提供ができる存在である。
　現状の評価とは逆に、図書館における専門
的職員の存在は、今後、より必要になるので
はないか。ただし、情報の評価に対する広い
知識や優れた技術を持った人材でなければな
らない。現状の矛盾を意識しながらもこれか
らの図書館を支える優れた人材の養成を続け
ていかなければならない。
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